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小さなお子様でも飲みやすいミニタブレット製剤の開発
～高精度でかつ機能性の高いミニタブレット用杵臼の開発～

富山県薬事総合研究開発センター 製剤開発支援センター 製剤研究課

主任研究員 永井 秀昌

■ミニタブレットの打錠に最適な材質および表面処理を打錠シミュレーターを用いて選抜。
有効性が認められた表面処理を用いてミニタブレット用杵臼（直径 2 mm）を開発。

■（株）石金精機より販売中。薬総研で試打が可能です。

■臼の材質は超硬製。

❷ ミニタブレット製剤を提供するために

通常サイズの錠剤ではお子様
が飲みにくく、薬を飲むだけで
時間がかかり苦痛も伴います。
飲みこめず口の中に残っている。
でもどうしても薬をあげなくては
ならないという親の焦り。
親子共々、心身共に疲弊する
ことが多々あります。

そこで、直径2~3mmで飲み
やすいミニタブレット製剤を提供
し、苦痛や不快なくお薬と付き
合えるようにします。

❶ 飲みやすいお薬を目指して

ミニタブレット製剤は小さなお子様でも飲みやすく便利ですが、その分、製造上の
難しさがあります。最適な品質のミニタブレット製剤を安定的に製造できるようにす
るため、富山県薬事総合研究開発センター（略称：薬総研）と（株）石金
精機（富山市）とが連携協力して、新しい「ミニタブレット用杵臼」を開発しました。

試作したミニタブレット（左）と一般的な錠剤

❸ 高機能ミニタブレット用杵臼を開発

■開発品は市販品と比較し、打錠障害の抑制と重量ばらつきの低減が認められ、耐久性の面でも問題は認められなかった。

❹ 市販品と比べて、重量ばらつきと打錠障害を改善

一般的にミニタブレットにするには打錠が難しいとされる「漢方エキス顆粒」を、開発品杵臼と市販品杵臼で打錠。
重量ばらつき（重量CV値（％）：低いほど重量ばらつきが少ない）と打錠障害（錠剤側面の状態）を比較。

打錠用顆粒：漢方エキス顆粒
錠剤重量:10 mg, 硬度:20N

■杵チップおよび臼穴の特殊表面処理により打錠時の摩擦抵抗を軽減

くすりの富山でミニタブレット用杵臼を開発

小児医薬品開発の努力義務化

令和7年改正医薬品医療機
器等法（薬機法）において、
医療用医薬品の承認申請時
に小児用医薬品の開発計画を
策定することが努力義務とされ、
小児用医薬品の開発促進に
向けた取り組みが強化されてい
ます。

直径2 mmミニタブレット用
（TSM-Bタイプ ）
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市販品① 市販品②

ミニタブレットの重量CV値（%）

打錠回転数20 rpm 30 rpm

ミニタブレット側面の電子顕微鏡画像（SEM）

日立ハイテク製 TM4000plusにて測定
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同一杵臼での重量CV値（%）
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